Japanese Translation of “Lunyu Jizhu” （4） （The Second Part) ―Xi ZHU’s Interpretation of the “Confucian Analects”― by SUN, Luyi
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（1）
第
十
二
章
子
曰
、
放
於
利
而
行
、
多
怨
。
（「
義
」
に
適
っ
て
の
行
為
は
た
だ
道
理
（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
事
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
人
に
怨
ま
れ
る
こ
と
が
全
く
な
い
こ
と
は
な
い
。
も
し
「
利
」
に
よ
っ
て
（
つ
ま
り
自
分
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
こ
と
を
計
っ
て
）
行
動
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
事
に
当
た
っ
て
は
道
理
に
背
い
て
自
分
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
事
を
し
か
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
全
く
な
い
の
だ
か
ら
、
怨
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
私
利
に
よ
っ
て
行
動
す
る
人
は
、
怨
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。」
集
注
：
　「
放
」
は
、
上
声
（
第
三
声
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
「
依
る
」
の
意
）
で
あ
る
。
孔
氏
（
孔
安
国
、
字
は
子
国
、
前
漢
の
学
者
）
が
言
っ
た
。「
放
は
、
依
る
こ
と
で
あ
る
。」「
怨
多
し
」（
怨
み
が
多
い
）
と
は
、「
多
く
怨
み
を
取
る
を
謂
ふ
」（「
放
於
義
而
行
、
只
據
道
理
做
去
、
亦
安
能
尽
無
怨
於
人
。
但
識
道
理
者
須
道
是
、
雖
有
怨
者
、
如
何
恤
得
他
。
若
放
於
利
、
則
悖
理
徇
私
、
其
取
怨
之
多
、
必
矣
。」「
凡
事
只
認
自
家
有
便
宜
處
做
、
便
不
恤
他
人
、
所
以
多
怨
」、
つ
ま
り
、「
義
」
に
適
っ
て
の
行
為
は
た
だ
道
理
（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
事
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
人
に
怨
ま
れ
る
こ
と
が
全
く
な
い
こ
と
は
な
い
。
も
し
「
利
」
に
よ
っ
て
（
つ
ま
り
自
分
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
こ
と
を
計
っ
て
）
行
動
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
事
に
当
た
っ
て
は
道
理
に
背
い
て
自
分
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
事
を
し
か
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
全
く
な
い
の
だ
か
ら
、
怨
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
私
利
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
人
に
損
害
を
与
え
る
。
だ
か
ら
、
怨
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。」
　
放
、
上
聲
。
○
孔
氏
曰
、
放
、
依
也
。
多
怨
、
謂
多
取
怨
。
○
程
子
曰
、
欲
利
於
己
、
必
害
於
人
、
故
多
怨
。
第
十
三
章
子
曰
、
能
以
禮
讓
為
國
乎
。
何
有
。
不
能
以
禮
讓
為
國
、
如
禮
何
。
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
　―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―

孫
　
　
　路
　易
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
一
号
（
二
〇
二
一
・
三
）
（2）
　（「
玉
帛
交
錯
」（
つ
ま
り
、
祭
祀
な
ど
の
時
に
、
圭
と
璋
（
つ
ま
り
二
種
の
貴
重
な
玉
制
の
礼
器
）
を
飾
っ
た
り
束
帛
（
つ
ま
り
一
束
絹
十
端
の
束
ね
た
絹
）
を
贈
っ
た
り
す
る
儀
式
を
行
う
こ
と
）
や
「
擎
跽
曲
拳
、
升
降
俛
仰
」（
つ
ま
り
、
跪
い
て
拝
む
よ
う
な
人
臣
の
礼
儀
作
法
、
階
段
を
上
が
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
ま
た
は
頭
を
俯
い
た
り
仰
向
い
た
り
す
る
礼
儀
作
法
）
は
、「
礼
」
の
「
節
文
」（「
且
不
柰
礼
之
節
文
何
、
何
以
為
国
」「
礼
者
、
天
理
之
節
文
。
節
謂
等
差
、
文
謂
文
釆
。
等
差
不
同
、
必
有
文
以
行
之
」「
問
、
節
文
之
文
。
曰
、
文
是
装
裹
得
好
、
如
升
降
揖
遜
」、
つ
ま
り
、
あ
る
一
定
の
基
準
に
よ
る
等
級
の
違
い
を
表
す
お
じ
き
な
ど
の
様
々
な
外
面
の
礼
儀
作
法
の
こ
と
）
で
あ
り
、
皆
偽
っ
て
行
う
こ
と
（
つ
ま
り
形
だ
け
の
、
見
せ
か
け
の
作
法
を
行
う
こ
と
）
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
た
だ
「
礼
讓
」（「
不
以
礼
讓
、
是
以
礼
之
実
対
礼
之
文
言
。
能
以
遜
讓
為
先
、
則
人
心
感
服
、
自
無
乖
争
陵
犯
之
風
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
礼
の
実
質
と
す
る
「
辞
讓
」「
遜
讓
」
の
こ
と
で
、即
ち
譲
り
合
う
心
）
だ
け
が
「
本
心
」（「
仁
者
、
人
之
本
心
也
」、
つ
ま
り
、
仁
の
徳
）
の
現
れ
で
あ
っ
て
偽
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
人
を
感
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。
「
礼
譲（
つ
ま
り
、偽
る
こ
と
の
で
き
な
い
仁
の
徳
の
現
れ
と
し
て
の
譲
り
合
う
心
）
で
（
政
治
を
行
え
ば
）
国
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
何
の
難
し
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
礼
譲
で
国
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
礼
が
あ
っ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
だ
。」
集
注
：
　「
讓
」
と
は
、「
礼
の
実
」（「
問
、
讓
者
、
礼
之
実
也
。
莫
是
辞
譲
之
端
発
於
本
心
之
誠
然
、
故
曰
、
讓
是
礼
之
実
。
曰
、
是
。
若
玉
帛
交
錯
、
固
是
礼
之
文
、
而
擎
跽
曲
拳
、
升
降
俛
仰
、
也
只
是
礼
之
文
、
皆
可
以
偽
為
。
惟
是
辞
譲
方
是
礼
之
実
、
這
却
偽
不
得
。
既
有
是
実
、
自
然
是
感
動
得
人
心
。
若
以
好
争
之
心
、
而
徒
欲
行
礼
文
之
末
以
動
人
、如
何
感
化
得
他
」、「
仁
者
、人
之
本
心
也
」、つ
ま
り
、「
辞
讓
」
は
礼
の
実
質
で
あ
り
仁
の
徳
の
現
れ
で
あ
っ
て
、
偽
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
、
人
を
感
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
何
有
」
（
何
か
有
ら
ん
）
は
、
難
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
の
意
味
は
こ
う
で
あ
る
。
礼
の
実
（
つ
ま
り
、
偽
る
こ
と
の
で
き
な
い
仁
の
徳
の
現
れ
で
あ
る
譲
り
合
う
心
）
で
国
を
治
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
難
し
い
こ
と
も
な
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
「
礼
の
文
」（
つ
ま
り
、
あ
る
一
定
の
基
準
に
よ
る
等
級
の
違
い
を
表
す
お
じ
き
な
ど
の
様
々
な
外
面
の
礼
儀
作
法
）
が
備
わ
っ
て
い
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
だ
。
ま
し
て
国
を
治
め
る
こ
と
な
ど
と
て
も
で
き
な
い
の
だ
。
　（「
問
、
不
能
以
礼
讓
為
国
、
如
礼
何
。
諸
家
解
義
、
却
是
解
做
如
国
何
了
。
曰
、
是
如
此
。
如
諸
家
所
説
、
則
便
当
改
作
如
国
何
。
大
率
先
王
之
為
礼
讓
、
正
要
朴
実
頭
用
。
若
不
能
以
此
為
国
、
則
是
礼
為
虛
文
爾
、
其
如
礼
何
。」
と
あ
り
、
先
王
が
「
礼
譲
」
を
行
っ
た
の
は
、「
礼
譲
」
は
礼
の
実
で
あ
っ
て
治
国
に
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
朱
子
の
考
え
が
読
み
取
れ
る
。）
　
讓
者
、
禮
之
實
也
。
何
有
、
言
不
難
也
。
言
有
禮
之
實
以
為
國
、
則
何
難
之
有
、
不
然
、
則
其
禮
文
雖
具
、
亦
且
無
如
之
何
矣
、
而
況
於
為
國
乎
。
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（3）
第
十
四
章
子
曰
、
不
患
無
位
、
患
所
以
立
。
不
患
莫
己
知
、
求
為
可
知
也
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
官
職
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
の
で
は
な
く
、
官
職
に
つ
い
て
か
ら
そ
の
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
う
ま
く
こ
な
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
の
だ
。
他
人
に
自
分
の
こ
と
を
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
道
理
（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
平
々
凡
々
に
仕
事
を
や
っ
て
い
く
の
だ
。」
集
注
：
　「
立
つ
所
以
」
は
、「
其
の
位
に
立
つ
所
以
の
者
を
謂
ふ
」（「
不
患
無
位
、
患
所
以
立
。
猶
云
不
怕
無
官
做
、
但
怕
有
官
不
會
做
。
若
有
致
君
沢
民
之
具
、
達
則
行
之
、
無
位
非
所
患
也
」、
つ
ま
り
、
官
職
に
つ
い
た
後
に
そ
の
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
う
ま
く
こ
な
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
）
で
あ
る
。「
知
ら
る
可
き
」
（「
可
知
」、
こ
こ
で
は
「
可
見
知
」
の
意
）
は
、「
以
て
知
ら
る
可
き
の
実
を
謂
ふ
」
（「
所
謂
求
為
可
知
、
只
是
尽
其
可
知
之
実
、
非
是
要
做
些
事
、
便
要
夸
張
以
期
人
知
、
這
須
看
語
意
。
如
居
易
以
俟
命
、
也
只
教
人
依
道
理
平
平
做
将
去
、
看
命
如
何
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
他
人
が
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
気
に
せ
ず
、
た
だ
道
理
（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
平
々
凡
々
に
仕
事
を
や
っ
て
い
く
だ
け
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
は
た
だ
そ
の
自
分
自
身
に
あ
る
も
の
を
求
め
る
だ
け
だ
。（
つ
ま
り
、
た
だ
仁
の
徳
が
行
動
に
現
れ
る
よ
う
に
努
め
る
だ
け
、
と
い
う
こ
と
）」
　
所
以
立
、
謂
所
以
立
乎
其
位
者
。
可
知
、
謂
可
以
見
知
之
實
。
○
程
子
曰
、
君
子
求
其
在
己
者
而
已
矣
。
第
十
五
章
子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。
子
出
、
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。
曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
（「
吾
が
道
」
は
「
一
以
て
之
を
貫
く
」（「
太
極
便
是
一
、
到
得
生
両
儀
時
、
這
太
極
便
在
両
儀
中
、
生
四
象
時
、
這
太
極
便
在
四
象
中
、
生
八
卦
時
、
這
太
極
便
在
八
卦
中
」「
忠
是
一
、
恕
是
貫
」「
一
以
貫
之
、
猶
言
以
一
心
応
万
事
。
忠
恕
是
一
貫
底
注
脚
、
一
是
忠
、
貫
是
恕
底
事
」「
一
是
一
心
、
貫
是
万
事
。
看
有
甚
事
来
、
聖
人
只
是
這
個
心
」、
つ
ま
り
、
孔
子
は
事
を
処
置
す
る
に
お
い
て
、
万
事
を
す
べ
て
「
忠
」
の
心
を
も
っ
て
処
置
す
る
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
夫
子
の
道
」
は
「
忠
恕
の
み
」（「
忠
是
体
、
恕
是
用
、
只
是
一
個
物
事
」「
忠
字
在
聖
人
是
誠
、
恕
字
在
聖
人
是
仁
」「
主
於
内
為
忠
、
見
於
外
為
恕
。
忠
是
無
一
豪
自
欺
處
」「
忠
者
、
誠
実
不
欺
之
名
」「
自
家
若
有
一
毫
虚
偽
、
事
物
之
来
、
要
去
措
置
他
、
便
都
不
実
、
便
都
不
合
道
理
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
た
だ
ほ
ん
の
少
し
も
自
分
を
欺
か
な
い
心
を
も
っ
て
万
事
を
「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
処
置
す
る
だ
け
と
い
う
こ
と
。
ほ
ん
の
少
し
も
自
分
を
欺
か
な
い
心
は
「
忠
」、
万
事
を
「
理
」
に
基
づ
い
て
処
置
す
る
こ
と
は
「
恕
」、「
恕
」
は
「
忠
」
の
現
れ
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
参
よ
、
私
の
道
は
一
を
も
っ
て
岡
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貫
く
こ
と
だ
。」
曽
子
は
言
っ
た
。「
は
い
。」
先
生
が
出
て
行
か
れ
る
と
、
同
門
が
曽
子
に
尋
ね
た
。「
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」
曽
子
は
言
っ
た
。「
先
生
の
道
は
忠
恕
だ
け
で
す
（
つ
ま
り
、
た
だ
ほ
ん
の
少
し
も
自
分
を
欺
か
な
い
心
を
も
っ
て
万
事
を
「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
処
置
す
る
だ
け
と
い
う
こ
と
）。」
集
注
：
　「
參
」
は
、「
所
」「
金
」
の
反
。「
唯
」
は
上
声
（
第
三
声
。
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
返
事
の
「
は
い
」
の
意
）
で
あ
る
。「
參
乎
」
と
は
、
曽
子
の
名
前
を
呼
ん
で
そ
れ
を
告
げ
る
こ
と
で
あ
る
。「
貫
」
は
、「
通
」（「
忠
恕
一
貫
。
忠
在
一
上
、
恕
則
貫
乎
万
物
之
間
」「
一
以
貫
之
、
猶
言
以
一
心
応
万
事
」、
つ
ま
り
、
一
つ
の
心
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
唯
」
と
は
、
速
答
し
て
疑
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
の
心
は
、「
渾
然
と
し
て
一
理
に
し
て
、
泛
く
応
じ
曲
に
当
た
り
、
用
各
々
同
じ
か
ら
ず
」（「
忠
是
一
、
恕
是
貫
。
忠
只
是
一
箇
真
実
。
自
家
心
下
道
理
、
直
是
真
実
。
事
事
物
物
接
於
吾
前
、
便
只
把
這
箇
真
実
応
副
将
去
。
自
家
若
有
一
毫
虚
偽
、
事
物
之
来
、
要
去
措
置
他
、
便
都
不
実
、
便
都
不
合
道
理
。
若
自
家
真
実
、
事
物
之
来
、
合
小
便
小
、
合
大
便
大
、
合
厚
便
厚
、
合
薄
便
薄
、
合
軽
便
軽
、
合
重
便
重
、
一
一
都
随
他
面
分
応
副
将
去
、
無
一
事
一
物
不
当
這
道
理
」、
つ
ま
り
、
ほ
ん
の
少
し
も
自
分
を
欺
か
な
い
心
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
処
置
す
る
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
　
曽
子
は
そ
の
「
用
」
の
と
こ
ろ
（
つ
ま
り
具
体
的
な
事
を
処
置
す
る
こ
と
）
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
す
で
に
事
に
従
っ
て
（
そ
の
事
の
属
性
を
）
精
察
し
て
（
事
の
性
質
に
応
じ
て
事
を
処
置
す
る
こ
と
を
）
力
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
「
体
」
が
一
つ
（
つ
ま
り
、
た
だ
ほ
ん
の
少
し
も
自
分
を
欺
か
な
い
心
を
も
っ
て
事
を
処
置
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な
い
だ
け
で
あ
る
。
孔
子
は
、
曽
子
が
真
の
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
久
し
く
て
、
も
う
す
ぐ
会
得
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、そ
こ
で
（
曽
子
の
名
前
を
）
呼
ん
で
（「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
）
告
げ
た
の
で
あ
る
。
曽
子
は
や
は
り
孔
子
の
言
お
う
と
す
る
こ
と
を
心
に
分
か
っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
「
は
い
」
と
受
け
答
え
て
疑
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。「
己
れ
を
尽
く
す
」（「
尽
己
」、
つ
ま
り
、
ほ
ん
の
少
し
も
自
分
を
欺
か
な
い
心
を
も
つ
）
こ
と
を
「
忠
」
と
言
い
、「
己
れ
を
推
す
」（「
推
己
」、
つ
ま
り
、「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）
に
基
づ
い
て
事
を
処
置
す
る
）
こ
と
を
「
恕
」
と
言
う
。「
而
已
矣
」
と
は
、「
あ
る
か
ぎ
り
を
出
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
孔
子
の
「
一
理
渾
然
と
し
て
、
泛
く
応
じ
曲
に
当
た
る
」
は
、
譬
え
て
言
え
ば
、「
天
地
の
至
誠
息
む
こ
と
無
く
し
て
、
万
物
各
々
其
の
所
を
得
る
な
り
」（「
天
地
生
物
之
心
是
仁
、
人
之
稟
賦
、
接
得
此
天
地
之
心
、
方
能
有
生
。」「
這
箇
是
天
之
生
物
之
心
、
無
停
無
息
、
春
生
冬
藏
、
其
理
未
嘗
間
断
。
到
那
万
物
各
得
其
所
時
、
便
是
物
物
如
此
。」
「
亦
只
以
這
実
理
流
行
、
発
生
万
物
。
牛
得
之
為
牛
、
馬
得
之
而
為
馬
、
草
木
得
之
而
為
草
木
」、
つ
ま
り
、
天
地
の
仁
の
心
が
間
断
な
く
働
い
て
い
て
、
そ
こ
で
万
物
（
つ
ま
り
様
々
な
動
物
や
植
物
な
ど
）
を
生
じ
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
ほ
か
に
、
も
と
も
と
別
の
方
法
が
な
く
て
、「
亦
ま
推
す
を
待
つ
こ
と
無
し
」（「
惟
曽
子
将
忠
恕
形
容
得
極
好
。
学
者
忠
恕
、
便
待
推
、
方
得
。
才
推
、
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（5）
便
有
比
較
之
意
。
聖
人
更
不
待
推
。」「
忠
恕
一
貫
。
聖
人
與
天
為
一
、
渾
然
只
有
道
理
、
自
然
応
去
、
不
待
尽
己
方
為
忠
、
不
待
推
己
方
為
恕
、
不
待
安
排
、
不
待
忖
度
、
不
待
覩
当
。
如
水
源
滔
滔
流
出
、
分
而
為
支
派
、
任
其
自
然
、
不
待
布
置
入
那
溝
、
入
這
瀆
。
故
云
曽
子
怕
人
暁
不
得
一
貫
、
故
借
忠
恕
而
言
」、
つ
ま
り
、
天
地
の
仁
の
心
が
間
断
な
く
働
く
こ
と
は
、
あ
た
か
も
一
つ
の
水
源
が
流
れ
て
行
っ
て
自
然
に
沢
山
の
支
流
に
分
れ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
万
物
を
生
じ
る
過
程
に
お
い
て
一
つ
の
理
が
自
然
に
様
々
な
事
物
の
理
（
つ
ま
り
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
属
性
）
に
分
れ
て
様
々
な
動
物
や
植
物
を
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
聖
人
も
事
を
処
置
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
た
だ
自
然
に
理
（
つ
ま
り
事
物
の
属
性
）
に
基
づ
い
て
事
を
処
置
す
る
だ
け
で
、己
を
尽
く
す
（「
尽
己
」）
と
か
、己
を
推
す
（「
推
己
」）
と
か
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
曽
子
は
こ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
言
い
表
す
の
が
難
し
か
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
、
学
ぶ
者
の
「
忠
恕
」
を
為
す
為
の
「
尽
己
」「
推
己
」
の
項
目
を
借
り
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
、
人
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
「
至
誠
息
む
こ
と
無
き
」
と
は
「
道
の
体
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
「
万
殊
」（「
只
是
此
理
散
為
万
殊
」「
不
知
万
殊
各
有
一
理
」、
つ
ま
り
、
万
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
理
」（
つ
ま
り
属
性
）
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
）
が
「
一
理
」（
つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
」）
を
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
万
物
各
々
其
の
所
を
得
る
」
と
は
「
道
の
用
」
で
あ
っ
て
、「
一
理
」
が
そ
こ
で
「
万
殊
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
見
れ
ば
、
孔
子
の
い
う
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
の
実
の
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。「
中
心
を
忠
と
為
し
、
如
心
を
恕
と
為
す
」
と
い
う
人
も
い
る
が
（「
中
心
為
忠
、
如
心
為
恕
。
此
語
見
周
礼
疏
」
と
あ
る
）、
こ
れ
も
意
味
が
通
じ
る
の
で
あ
る
。
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
己
を
尽
く
し
て
（「
以
己
」
は
つ
ま
り
「
尽
己
」）
外
物
に
及
ぼ
す
の
は
、
仁
で
あ
る
。
己
を
推
し
て
外
物
に
及
ぼ
す
の
は
、恕
で
あ
る
。「
道
を
違（
さ
）る
こ
と
遠
か
ら
ず
」（『
中
庸
』
に
「
忠
恕
違
道
不
遠
、
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
」
と
あ
る
）
と
い
う
の
が
こ
の
こ
と
で
あ
る
。「
忠
恕
」
は
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
で
あ
り
、「
忠
」
は
「
天
道
」（
つ
ま
り
「
一
理
」）
で
あ
り
、「
恕
」
は
「
人
道
」（
つ
ま
り
「
万
殊
」
の
「
理
」
に
基
づ
い
て
事
を
行
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
忠
」
と
は
「
ほ
ん
の
少
し
も
自
分
を
欺
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
恕
」
と
は
「
忠
」
を
行
う
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
忠
」
は
本
体
で
あ
り
、「
恕
」
は
本
体
の
働
き
で
あ
り
、「
大
本
」
と
「
達
道
」（「
忠
是
大
本
、
恕
是
達
道
。
忠
者
、
一
理
也
。
恕
便
是
條
貫
、
万
殊
皆
自
此
出
来
。
雖
万
殊
、
却
只
一
理
、
所
謂
貫
也
」、
つ
ま
り
、「
一
理
」
と
「
万
殊
」
の
こ
と
）
で
あ
る
。
こ
の
「
忠
恕
」
が
「
道
を
違
（
さ
）
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
の
「
忠
恕
」
と
異
な
る
の
は
、「
動
く
に
天
を
以
て
す
る
の
み
」（「
如
明
道
説
動
以
天
之
類
、
只
是
言
聖
人
不
待
勉
強
、
有
箇
自
然
底
意
思
」、
つ
ま
り
、
孔
子
は
、「
尽
己
」「
推
己
」
を
意
識
し
て
行
う
こ
と
が
な
く
、
た
だ
自
然
に
万
物
の
理
（
つ
ま
り
属
性
）
に
基
づ
い
て
事
を
処
置
す
る
だ
け
）
と
い
う
点
で
あ
る
。」
ま
た
言
っ
た
。「『
詩
経
』
周
頌
に
い
う
「
維
れ
天
の
命
、
於
（
あ
あ
）
穆
と
し
て
已
ま
ず
」（「
天
命
、
即
天
道
也
。
不
已
、
言
無
窮
也
」、
つ
ま
り
、
天
の
気
が
巡
り
流
れ
る
こ
と
は
、窮
ま
り
が
な
い
、と
い
う
こ
と
）
は
「
忠
」
で
あ
り
、『
易
経
』
乾
卦
・
彖
伝
に
い
う
「
乾
道
変
化
し
て
、
各
々
性
命
を
正
す
」（「
変
者
、
化
之
漸
。
化
者
、
変
之
成
。
物
所
受
為
性
、
天
所
賦
為
命
」、
つ
ま
り
、
天
は
そ
の
気
が
巡
り
流
れ
て
時
間
を
か
け
て
地
や
禽
獣
草
木
や
人
間
を
造
化
し
て
、
同
時
に
地
や
禽
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
一
号
（
二
〇
二
一
・
三
）
（6）
獣
草
木
や
人
間
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
「
性
」（
つ
ま
り
属
性
）
を
賦
与
し
た
、
と
い
う
こ
と
）
は
「
恕
」
で
あ
る
。」
ま
た
言
っ
た
。「
孔
子
は
人
に
教
え
る
に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
人
の
能
力
に
応
じ
て
異
な
っ
た
教
え
方
を
用
い
る
の
で
あ
り
、「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
の
意
味
は
、
た
だ
曽
子
だ
け
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
孔
子
が
そ
こ
で
（
曽
子
に
）
告
げ
た
の
で
あ
る
。
曽
子
が
「
門
人
」（「
問
、
門
人
、
是
夫
子
之
門
人
否
。
曰
、
是
也
。
夫
子
説
一
貫
時
、
未
有
忠
恕
、
及
曽
子
説
忠
恕
時
、
未
有
体
用
、
是
後
人
推
出
来
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
孔
子
の
門
人
で
、
曽
子
の
同
門
の
こ
と
）
に
「
夫
子
の
道
は
忠
恕
の
み
」
と
告
げ
た
の
は
、ま
た
孔
子
が
曽
子
に
告
げ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。『
中
庸
』に
い
う「
忠
恕
、道
を
違
（
さ
）
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」、こ
れ
は
つ
ま
り
「
下
学
し
て
上
達
」（「
下
学
者
、
事
也
。
上
達
者
、
理
也
。
理
只
在
事
中
。
若
真
能
尽
得
下
学
之
事
、
則
上
達
之
理
便
在
此
」「
下
学
只
是
事
、
上
達
便
是
理
。
下
学
上
達
、
只
要
於
事
物
上
見
理
、
使
邪
正
是
非
各
有
其
辨
。
若
非
仔
細
省
察
、
則
所
謂
理
者
、
何
從
而
見
之
」、
つ
ま
り
、
事
物
を
徹
底
に
仔
細
に
考
察
研
究
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
事
物
の
理
（
つ
ま
り
属
性
）
を
会
得
す
る
こ
と
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
（『
論
語
』
憲
問
に
「
不
怨
天
、
不
尤
人
、
下
学
而
上
達
。」
と
あ
る
）。
　（「
理
一
分
殊
」は
朱
子
哲
学
に
お
け
る
最
も
重
要
な
命
題
の
一
つ
で
あ
る
。「
理
一
分
殊
」
は
即
ち
本
章
の
集
注
に
い
う
「
一
理
」「
万
殊
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
理
一
分
殊
」
に
つ
い
て
、「
人
物
之
生
、
天
賦
之
以
此
理
、
未
嘗
不
同
、
但
人
物
之
稟
受
自
有
異
耳
。
如
一
江
水
、
你
將
杓
去
取
、
只
得
一
杓
、
將
椀
去
取
、
只
得
一
椀
、
至
於
一
桶
一
缸
、
各
自
隨
器
量
不
同
、
故
理
亦
隨
以
異
。」（
人
間
や
物
が
生
ず
る
に
は
、
天
が
そ
れ
ら
に
こ
の
理
を
賦
与
す
る
の
が
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
た
だ
人
間
と
物
が
稟
受
す
る
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
き
な
川
の
水
を
汲
む
場
合
、
柄
杓
で
汲
む
と
柄
杓
い
っ
ぱ
い
の
水
を
得
、
椀
で
汲
む
と
椀
い
っ
ぱ
い
の
水
を
得
、
担
桶
い
っ
ぱ
い
の
水
や
甕
い
っ
ぱ
い
の
水
を
得
る
に
至
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
器
に
よ
っ
て
得
た
水
の
量
が
異
な
る
の
で
あ
り
、だ
か
ら
理
も
ま
た
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。）
と
朱
子
は
説
明
し
て
い
る
。
「
一
理
」
は
即
ち
「
仁
義
礼
智
」
の
こ
と
で
あ
り
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
体
に
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
道
徳
の
項
目
と
事
物
の
属
性
と
い
う
二
重
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
仁
義
礼
智
」は
、人
間
に
お
い
て
は「
明
徳
」（
つ
ま
り
先
天
的
道
徳
）
と
さ
れ
る
一
方
、「
目
は
見
る
、
耳
は
聴
く
」
の
よ
う
な
身
体
に
備
わ
る
様
々
な
機
能
・
能
力
（
つ
ま
り
属
性
）
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
無
生
物
に
お
い
て
は
道
徳
項
目
の
意
味
を
失
っ
て
物
体
の
属
性
（
つ
ま
り
機
能
・
能
力
）
だ
け
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
万
殊
」
は
即
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
物
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
属
性
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）
　
參
、
所
金
反
。
唯
、
上
聲
。
○
參
乎
者
、
呼
曾
子
之
名
而
告
之
。
貫
、
通
也
。
唯
者
、
應
之
速
而
無
疑
者
也
。
聖
人
之
心
、
渾
然
一
理
、
而
泛
應
曲
當
、
用
各
不
同
。
　
曾
子
於
其
用
處
、
蓋
已
隨
事
精
察
而
力
行
之
、
但
未
知
其
體
之
一
爾
。
夫
子
知
其
真
積
力
久
、
將
有
所
得
、
是
以
呼
而
告
之
。
曾
子
果
能
默
契
其
指
、
即
應
之
速
而
無
疑
也
。
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
、
而
已
矣
者
、
竭
盡
而
無
餘
之
辭
也
。
夫
子
之
一
理
渾
然
而
泛
應
曲
當
、
譬
則
天
地
之
至
誠
無
息
、
而
萬
物
各
得
其
所
也
。
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（7）
自
此
之
外
、
固
無
餘
法
、
而
亦
無
待
於
推
矣
。
曾
子
有
見
於
此
而
難
言
之
、
故
借
學
者
盡
己
、
推
己
之
目
以
著
明
之
、
欲
人
之
易
曉
也
。
蓋
至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
、
萬
殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
、
一
本
之
所
以
萬
殊
也
。
以
此
觀
之
、
一
以
貫
之
之
實
可
見
矣
。
或
曰
、
中
心
為
忠
、
如
心
為
恕
。
於
義
亦
通
。
○
程
子
曰
、
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
忠
者
無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
、
大
本
達
道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
爾
。
又
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
。
忠
也
。
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
。
恕
也
。
又
曰
、
聖
人
教
人
各
因
其
才
、
吾
道
一
以
貫
之
、
惟
曾
子
為
能
達
此
、
孔
子
所
以
告
之
也
。
曾
子
告
門
人
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
亦
猶
夫
子
之
告
曾
子
也
。
中
庸
所
謂
忠
恕
違
道
不
遠
、
斯
乃
下
學
上
達
之
義
。
第
十
六
章
子
曰
、
君
子
喻
於
義
、
小
人
喻
於
利
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
君
子
は
事
に
当
た
っ
て
、「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）
に
基
づ
い
て
事
を
処
置
す
る
の
で
あ
り
、
為
す
べ
き
こ
と
を
為
し
、
為
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
為
さ
な
い
、こ
れ
だ
け
し
か
考
え
な
い
の
だ
が
、小
人
は
事
に
当
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
自
分
に
有
利
、
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
自
分
に
有
利
で
な
い
と
あ
れ
こ
れ
仔
細
に
計
算
し
て
こ
だ
わ
る
、
こ
れ
し
か
頭
に
な
い
の
だ
。」
集
注
：
　「
喻
」
は
、「
暁
」（「
喻
義
喻
利
、
只
是
這
一
事
上
。
君
子
只
見
得
是
義
、
小
人
只
見
得
是
利
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
た
だ
そ
れ
だ
け
見
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
だ
け
し
か
頭
に
な
い
こ
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
考
え
て
い
る
こ
と
）
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。「
義
」
と
は
、「
天
理
の
宜
し
き
所
」（「
義
者
、
宜
也
。
君
子
見
得
這
事
合
当
如
此
、
那
事
合
当
如
彼
、
但
裁
處
其
宜
而
為
之
、
則
何
不
利
之
有
。」「
君
子
之
於
事
、
見
得
是
合
如
此
處
、
處
得
其
宜
、
則
自
無
不
利
矣
。」「
君
子
只
知
得
箇
当
做
與
不
当
做
、
当
做
處
便
是
合
当
如
此
。」「
君
子
則
更
不
顧
利
害
、
只
看
天
理
当
如
何
」、
つ
ま
り
、
事
に
当
た
っ
て
は
「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）
に
基
づ
い
て
事
を
処
置
す
る
こ
と
で
あ
り
、
為
す
べ
き
こ
と
を
為
し
、
為
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
為
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
不
利
な
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
利
」
と
は
、「
人
情
の
欲
す
る
所
」（「
小
人
則
只
計
較
利
害
、
如
此
則
利
、
如
此
則
害
」、
つ
ま
り
、
事
に
当
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
自
分
に
有
利
、
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
自
分
に
有
利
で
な
い
と
あ
れ
こ
れ
仔
細
に
計
算
し
て
こ
だ
わ
る
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
が
義
を
重
ん
じ
る
こ
と
、
小
人
が
利
を
重
ん
じ
る
こ
と
、
両
者
は
同
じ
く
ら
い
執
着
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
深
く
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で
篤
く
好
む
の
で
あ
る
。」
楊
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
に
は
命
を
捨
て
て
義
に
殉
死
す
る
人
が
い
る
の
で
あ
る
。
利
の
こ
と
で
言
え
ば
、
人
間
の
欲
に
は
生
よ
り
も
望
む
も
の
は
な
く
、
憎
む
も
の
に
は
死
よ
り
も
憎
む
も
の
は
な
い
か
ら
、（
利
を
重
ん
じ
る
人
間
は
）
誰
が
自
ら
進
ん
で
命
を
捨
て
て
義
に
殉
ず
る
の
だ
ろ
う
か
。（
君
子
が
）
そ
の
知
る
の
が
義
だ
け
で
あ
る
の
は
、
利
の
利
で
あ
る
所
以
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
岡
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小
人
は
、
こ
れ
に
正
反
対
で
あ
る
。」
　喻
、
猶
曉
也
。
義
者
、
天
理
之
所
宜
。
利
者
、
人
情
之
所
欲
。
○
程
子
曰
、
君
子
之
於
義
、
猶
小
人
之
於
利
也
。
唯
其
深
喻
、
是
以
篤
好
。
楊
氏
曰
、
君
子
有
舍
生
而
取
義
者
、
以
利
言
之
、
則
人
之
所
欲
無
甚
於
生
、
所
惡
無
甚
於
死
、
孰
敢
舍
生
而
取
義
哉
。
其
所
喻
者
義
而
已
、
不
知
利
之
為
利
故
也
。
小
人
反
是
。
第
十
七
章
子
曰
、
見
賢
思
齊
焉
、
見
不
賢
而
內
自
省
也
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
他
人
の
「
賢
」（「
見
人
之
善
、
而
尋
己
之
善
。
見
人
之
悪
、
而
尋
己
之
悪
。
如
此
、
方
是
有
益
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
他
人
の
善
な
る
と
こ
ろ
」「
他
人
の
善
行
為
」
と
い
う
こ
と
）
を
見
る
と
、
自
分
に
も
そ
の
よ
う
な
善
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
望
み
、他
人
の
「
不
賢
」（
つ
ま
り
悪
な
る
と
こ
ろ
）
を
見
る
と
、
自
分
に
も
そ
の
よ
う
な
悪
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
の
だ
。」
（
朱
子
哲
学
に
お
け
る
「
善
悪
」
の
概
念
に
は
、「
循
理
」（
つ
ま
り
、
理
に
従
う
こ
と
、
理
に
適
う
こ
と
）
は
即
ち
「
仁
」、
即
ち
「
善
」
で
あ
り
、「
背
理
」（
つ
ま
り
、
理
に
背
く
こ
と
、
理
に
違
う
こ
と
）
は
即
ち
「
不
仁
」、
即
ち
「
悪
」
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
末
尾
の
付
録
に
「「
性
」「
理
」
に
つ
い
て
」
と
い
う
内
容
を
付
記
し
て
い
る
。）
集
注
：
　「
省
」
は
、「
悉
」「
井
」
の
反
（
つ
ま
り
、「
省
み
る
」
の
意
）。「
思
齊
」（
斉
し
か
ら
ん
こ
と
を
思
う
）
と
は
、
自
分
に
も
そ
の
よ
う
な
善
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
望
む
こ
と
で
あ
る
。「
内
自
省
」（
内
に
自
ら
省
み
る
）
と
は
、
自
分
に
も
そ
の
よ
う
な
悪
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
心
配
す
る
こ
と
で
あ
る
。
胡
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
他
人
の
善
な
る
と
こ
ろ
と
他
人
の
悪
な
る
と
こ
ろ
、
そ
の
違
い
を
見
て
、
自
分
に
も
そ
の
よ
う
な
善
な
る
と
こ
ろ
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
悪
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
を
欠
か
さ
ず
省
み
れ
ば
、
た
だ
他
人
を
羨
む
だ
け
で
自
ら
自
暴
自
棄
に
な
る
こ
と
も
な
い
し
、
た
だ
他
人
を
責
め
る
だ
け
で
自
責
す
る
の
を
忘
れ
る
こ
と
も
な
い
の
だ
。」
　
省
、
悉
井
反
。
○
思
齊
者
、
冀
己
亦
有
是
善
。
內
自
省
者
、
恐
己
亦
有
是
惡
。
○
胡
氏
曰
、
見
人
之
善
惡
不
同
、
而
無
不
反
諸
身
者
、
則
不
徒
羡
人
而
甘
自
棄
、
不
徒
責
人
而
忘
自
責
矣
。
第
十
八
章
子
曰
、
事
父
母
幾
諫
。
見
志
不
從
、
又
敬
不
違
。
勞
而
不
怨
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
父
母
が
過
ち
を
犯
し
た
時
は
、
恭
し
い
態
度
と
敬
愛
の
あ
る
顔
、
そ
し
て
柔
ら
か
い
口
調
で
、
よ
く
気
を
つ
け
て
穏
や
か
に
諫
め
、
乱
暴
に
無
理
矢
理
に
干
渉
す
る
こ
と
を
し
な
い
。
諫
め
を
聞
き
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
父
母
を
更
に
敬
愛
し
て
孝
行
し
、
父
母
の
機
嫌
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
父
母
を
怒
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（9）
ら
せ
な
い
よ
う
に
婉
曲
な
言
葉
遣
い
で
道
理
に
従
っ
て
諫
め
る
。
父
母
の
多
く
の
人
々
に
対
し
て
罪
を
犯
す
こ
と
を
防
ぐ
為
に
繰
り
返
し
諫
め
、
流
血
す
る
ま
で
父
母
に
鞭
打
ち
さ
れ
た
ほ
ど
の
苦
労
を
し
て
も
、
父
母
を
怨
ん
だ
り
は
し
な
い
。」
集
注
：
　
こ
の
章
の
内
容
は
『
礼
記
』「
内
則
」
の
記
述
と
互
い
に
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
る
。「
幾
」
は
、「
微
」（「
幾
、
微
也
。
只
是
漸
漸
細
密
諌
、
不
恁
峻
暴
、
硬
要
闌
截
」、
つ
ま
り
、
よ
く
気
を
つ
け
て
穏
や
か
に
諫
め
、
乱
暴
に
無
理
矢
理
に
干
渉
し
な
い
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
微
諫
」
は
、
つ
ま
り
『
礼
記
』
内
則
篇
に
い
う
「
父
母
過
ち
有
れ
ば
、
気
を
下
し
色
を
怡
ば
し
め
、
声
を
柔
か
に
し
て
以
て
諌
む
」（
父
母
が
過
ち
を
犯
し
た
時
は
、
恭
し
い
態
度
と
敬
愛
の
あ
る
顔
、
そ
し
て
柔
ら
か
い
口
調
で
諫
め
る
）と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
志
の
従
わ
ざ
る
を
見
て
は
、
又
た
敬
し
て
違
わ
ず
」
は
、
つ
ま
り
『
礼
記
』
内
則
篇
に
い
う
「
諌
め
の
若
し
入
れ
ら
れ
ざ
る
時
は
、
起
に
敬
し
起
に
孝
し
、
悅
べ
ば
則
ち
復
た
諌
む
」（「
起
、
猶
更
也
」（
鄭
玄
の
注
）、
つ
ま
り
、「
起
」
は
「
更
に
」
の
意
。
諫
め
を
聞
き
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
更
に
敬
愛
し
更
に
孝
行
し
て
、
父
母
の
機
嫌
が
よ
く
な
れ
ば
ま
た
諫
め
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（「
又
敬
不
違
、
不
違
、
是
主
那
諫
上
説
。
敬
、
已
是
順
了
、
又
須
委
曲
作
道
理
以
諫
、
不
違
去
了
那
幾
諫
之
意
也
。」「
又
敬
不
違
者
、
上
不
違
微
諫
之
意
、
切
恐
唐
突
以
觸
父
母
之
怒
。
下
不
違
欲
諫
之
心
、
務
欲
置
父
母
於
無
過
之
地
。
其
心
心
念
念
只
在
於
此
。
若
見
父
母
之
不
従
、
恐
觸
其
怒
、
遂
止
而
不
諫
者
、
非
也
。
欲
必
諫
、
遂
至
觸
其
怒
、
亦
非
也
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
一
時
的
に
父
母
に
従
う
の
だ
が
、
諫
め
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
父
母
の
機
嫌
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
父
母
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
婉
曲
な
言
葉
遣
い
で
道
理
に
従
っ
て
諫
め
る
と
い
う
こ
と
）。「
労
し
て
怨
み
ず
」
は
、
つ
ま
り
『
礼
記
』
内
則
篇
に
い
う
「
其
の
罪
を
郷
黨
州
閭
に
得
る
與
（
よ
）
り
、
寧
ろ
熟
諫
す
。
父
母
怒
り
て
悅
ば
ず
し
て
、
之
を
撻
ち
血
を
流
す
と
も
、
敢
て
疾
怨
せ
ず
、
起
に
敬
し
起
に
孝
す
」（「
二
十
五
家
為
閭
、
四
閭
為
族
、
五
族
為
黨
、
五
黨
為
州
」（
鄭
玄
の
説
）。
つ
ま
り
、
父
母
が
多
く
の
人
々
に
対
し
て
罪
を
犯
す
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、
婉
曲
な
言
葉
遣
い
で
穏
や
か
に
諫
め
る
の
で
あ
る
。
父
母
が
怒
っ
て
鞭
打
ち
し
、
流
血
す
る
ま
で
鞭
打
ち
さ
れ
て
も
怨
ま
ず
、
更
に
敬
愛
し
更
に
孝
行
す
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（「
諫
了
又
諫
、
被
撻
至
於
流
血
、
可
謂
労
矣
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
繰
り
返
し
諫
め
る
こ
と
で
流
血
す
る
ま
で
鞭
打
ち
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
苦
労
し
た
と
言
え
る
、
と
い
う
こ
と
）。
　
此
章
與
內
則
之
言
相
表
裏
。
幾
、
微
也
。
微
諫
、
所
謂
父
母
有
過
、
下
氣
怡
色
、
柔
聲
以
諫
也
。
見
志
不
從
、
又
敬
不
違
、
所
謂
諫
若
不
入
、
起
敬
起
孝
、
悅
則
復
諫
也
。
勞
而
不
怨
、
所
謂
與
其
得
罪
於
鄉
黨
州
閭
、
寧
熟
諫
。
父
母
怒
不
悅
、
而
撻
之
流
血
、
不
敢
疾
怨
、
起
敬
起
孝
也
。
第
十
九
章
子
曰
、
父
母
在
、
不
遠
遊
。
遊
必
有
方
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
父
母
が
健
在
し
て
い
る
時
は
、（
冬
に
親
が
暖
か
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
夏
に
親
が
涼
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
晩
に
親
が
ぐ
っ
す
り
眠
る
よ
岡
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う
に
、
朝
に
親
に
ご
機
嫌
を
伺
う
よ
う
に
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、）
遠
く
へ
は
行
か
な
い
（
つ
ま
り
、
親
元
を
遠
く
離
れ
て
長
期
間
帰
ら
ず
、
便
り
が
疎
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
）。（
ど
う
し
て
も
遠
く
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
生
じ
た
場
合
は
、）
遠
く
へ
行
く
な
ら
ば
必
ず
自
分
の
行
方
を
親
に
告
げ
る
の
だ
（
つ
ま
り
、
必
ず
親
が
自
分
の
居
る
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
て
心
配
す
る
こ
と
が
な
く
、
自
分
を
呼
び
戻
せ
ば
必
ず
家
に
戻
れ
て
し
く
じ
り
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
、
と
い
う
こ
と
）。」
（「
為
人
子
、
須
是
以
父
母
之
心
為
心
。
父
母
愛
子
之
心
未
嘗
少
置
、
人
子
愛
親
之
心
亦
当
跬
步
不
忘
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
子
供
が
、
父
母
が
子
供
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
自
分
も
親
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
如
或
有
事
勢
須
当
遊
、
亦
必
有
定
所
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
ど
う
し
て
も
親
元
を
遠
く
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
生
じ
た
場
合
は
、
ま
た
必
ず
自
分
の
行
方
を
親
に
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）
集
注
：
　「
遠
く
遊
ぶ
」と
は
つ
ま
り
、親
元
を
遠
く
離
れ
て
長
期
間
帰
ら
ず
、「
定
省
」（「
温
凊
定
省
、這
四
事
亦
須
実
行
方
得
」、つ
ま
り「
温
凊
定
省
」と
い
う
四
つ
の
事
。「
温
」
と
は
冬
に
親
が
暖
か
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
世
話
す
る
こ
と
、「
凊
」
と
は
夏
に
親
が
涼
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
世
話
す
る
こ
と
、「
定
」
と
は
晩
に
親
が
ぐ
っ
す
り
眠
る
よ
う
に
世
話
を
す
る
こ
と
、「
省
」
と
は
朝
に
親
に
ご
機
嫌
を
伺
う
こ
と
）
が
長
い
間
行
わ
れ
ず
（「
凡
為
人
子
之
礼
、冬
温
而
夏
凊
、昏
定
而
晨
省
」（『
礼
記
』
「
曲
礼
」）。
鄭
玄
の
注
は
「
定
謂
安
其
床
衽
也
。
省
、問
其
安
否
何
如
。」
で
あ
る
）、
「
音
問
」（「
東
南
数
千
里
、
渺
然
巨
浸
、
西
北
遂
為
寇
所
據
。
四
方
音
問
一
信
不
通
、
以
此
故
也
」、
つ
ま
り
便
り
の
こ
と
）
が
疎
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
自
分
が
親
の
こ
と
を
思
い
続
け
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
親
が
自
分
の
こ
と
を
ず
っ
と
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。「
遊
べ
ば
必
ず
方
有
り
」
と
は
、
例
え
ば
、
自
分
が
東
へ
行
く
と
親
に
告
げ
た
か
ら
に
は
、
決
し
て
方
向
を
変
更
し
て
西
へ
行
く
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
親
が
必
ず
自
分
の
居
る
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
て
心
配
す
る
こ
と
が
な
く
、
自
分
を
呼
び
戻
せ
ば
必
ず
家
に
戻
れ
て
し
く
じ
り
が
な
い
、と
い
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
范
氏（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
子
供
が
、
父
母
が
子
供
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
自
分
も
父
母
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
親
孝
行
と
言
え
る
の
だ
。」
　
遠
遊
、
則
去
親
遠
而
為
日
久
、
定
省
曠
而
音
問
疎
。
不
惟
己
之
思
親
不
置
、
亦
恐
親
之
念
我
不
忘
也
。
遊
必
有
方
、
如
己
告
云
之
東
、
即
不
敢
更
適
西
。
欲
親
必
知
己
之
所
在
而
無
憂
、
召
己
則
必
至
而
無
失
也
。
范
氏
曰
、
子
能
以
父
母
之
心
為
心
則
孝
矣
。
第
二
十
章
子
曰
、
三
年
無
改
於
父
之
道
、
可
謂
孝
矣
。
本
章
は「
學
而
」第
十
一
章
の
後
半
の
内
容
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
本
稿
で
は「
學
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（11）
而
」
第
十
一
章
の
朱
子
解
釈
の
日
本
語
訳
を
、
少
し
形
を
変
え
て
記
述
す
る
。
（
父
が
在
世
の
時
に
は
、
そ
の
子
供
の
志
を
観
察
す
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
父
は
賢
人
（
つ
ま
り
あ
る
専
門
的
な
才
能
ま
た
は
技
術
に
長
け
て
善
を
行
う
人
）
で
あ
る
た
め
、
そ
の
子
供
は
不
肖
者
（
つ
ま
り
才
能
が
な
く
悪
を
働
く
人
）
で
あ
っ
て
も
、
悪
を
行
え
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
子
供
の
志
（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
悪
を
働
こ
う
と
す
る
心
）
を
分
か
る
し
、
父
は
不
肖
者
で
あ
る
た
め
、
そ
の
子
供
は
賢
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
父
に
善
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
時
に
は
や
む
を
得
ず
父
に
従
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
の
子
供
の
志
（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
善
を
行
お
う
と
す
る
心
）
も
分
か
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
父
が
没
世
の
後
に
は
、
そ
の
子
供
の
行
い
を
見
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
父
が
生
前
に
行
っ
て
い
た
事
は
理
に
適
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
改
め
な
い
の
で
あ
る
が
、
父
が
生
前
に
行
っ
て
い
た
事
に
理
に
背
く
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
当
然
そ
れ
を
改
め
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
父
が
生
前
に
行
っ
て
い
た
事
に
大
し
た
過
ち
が
な
け
れ
ば
（
つ
ま
り
、
理
に
背
い
て
人
に
害
を
与
え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
）、
そ
の
父
親
へ
の
親
愛
を
表
す
為
に
（
つ
ま
り
、
父
の
小
さ
な
過
ち
が
人
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る
為
に
）、
す
ぐ
に
改
め
る
こ
と
を
し
な
く
て
良
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
三
年
を
過
ぎ
て
か
ら
そ
の
父
生
前
の
行
っ
て
い
た
事
を
改
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
親
孝
行
と
言
う
べ
き
だ
。」
（
朱
子
の
い
う
「
賢
人
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
に
「
聖
人
」
と
「
君
子
」
と
「
賢
人
」
の
違
い
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
て
い
る
。）
集
注
：
　
胡
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
す
で
に
「
首
篇
」（
つ
ま
り
「
學
而
」
第
十
一
章
）
に
見
え
、
こ
の
章
は
重
複
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
半
分
（
つ
ま
り
前
半
部
分
）
を
脱
落
し
て
い
る
。」
　
胡
氏
曰
、
已
見
首
篇
、
此
蓋
複
出
而
逸
其
半
也
。
第
二
十
一
章
子
曰
、
父
母
之
年
、
不
可
不
知
也
。
一
則
以
喜
、
一
則
以
懼
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
父
母
の
年
齢
は
、
覚
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
父
母
の
長
寿
を
喜
ぶ
一
方
で
、
父
母
が
こ
の
世
に
い
る
日
が
多
く
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
の
だ
。」
集
注
：
　「
知
」
は
、「
記
憶
す
る
」
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
常
に
父
母
の
年
齢
を
覚
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
既
に
其
の
寿
を
喜
び
、
又
た
其
の
衰
え
を
懼
る
」（「
一
則
以
喜
、
一
則
以
懼
。
只
是
這
一
事
上
。
既
喜
其
寿
、
只
這
寿
上
又
懼
其
来
日
之
無
多
。
注
中
引
既
喜
其
寿
、
又
懼
其
衰
、
微
差
些
。
如
此
、
却
是
両
事
矣
」、
つ
ま
り
、「
一
に
は
則
ち
以
て
喜
び
、
一
に
は
則
ち
以
て
懼
る
」
と
は
、「
父
母
の
長
寿
を
見
る
と
喜
ぶ
。
父
母
の
老
衰
を
見
る
と
懼
れ
る
」
の
こ
と
で
は
な
く
、「
父
母
の
長
寿
を
喜
ぶ
一
方
で
、
父
母
が
こ
の
世
に
い
る
日
が
多
く
な
い
こ
と
を
恐
れ
岡
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る
」
と
い
う
こ
と
）
で
あ
っ
て
（「
孔
安
国
曰
、見
其
寿
考
則
喜
、見
其
衰
老
則
懼
」
（『
論
語
集
解
』「
里
仁
」）
、「
愛
日
」（「
事
父
母
自
知
不
足
者
、
其
舜
乎
。
不
可
得
而
久
者
、
事
親
之
謂
也
。
孝
子
愛
日
」（『
法
言
』「
至
孝
」）
の
李
軌
の
注
「
無
須
臾
懈
心
」、
つ
ま
り
、
子
供
が
、
父
母
に
仕
え
る
こ
と
を
ほ
ん
の
少
し
の
間
で
も
怠
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
）
の
真
心
を
、
自
ず
と
間
断
な
く
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
知
、
猶
記
憶
也
。
常
知
父
母
之
年
、
則
既
喜
其
壽
、
又
懼
其
衰
、
而
於
愛
日
之
誠
、
自
有
不
能
已
者
。
第
二
十
二
章
子
曰
、
古
者
言
之
不
出
、
恥
躬
之
不
逮
也
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
昔
の
人
々
が
言
葉
を
軽
々
し
く
口
に
出
さ
な
い
の
は
、
そ
の
言
葉
の
実
行
を
伴
わ
な
い
こ
と
を
恥
じ
た
か
ら
だ
。」
集
注
：
　「
古
者
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
で
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
逮
」
は
、
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。「
行
の
言
に
及
ば
ざ
る
は
、
恥
ず
可
き
こ
と
甚
し
き
」（「
人
之
所
以
易
其
言
者
、
以
其
不
知
空
言
無
実
之
可
恥
也
。
若
恥
、
則
自
是
力
於
行
、
而
言
之
出
也
不
敢
易
矣
。
這
箇
只
在
恥
上
」、
つ
ま
り
、
人
が
言
葉
を
軽
々
し
く
口
に
出
す
の
は
、
そ
の
言
葉
の
実
行
を
伴
わ
な
い
の
を
恥
じ
る
べ
き
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
「
恥
」
を
知
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
古
の
人
々
が
言
葉
を
軽
々
し
く
口
に
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、こ
の
為
で
あ
る
。
范
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
は
、
口
に
出
す
言
葉
に
対
し
て
は
、
や
む
を
得
な
い
時
に
出
す
の
で
あ
る
。
言
う
の
が
難
し
い
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
の
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。「
人
其
の
行
わ
ざ
る
を
惟
（
お
も
）
ふ
や
、
是
を
以
て
軽
く
之
を
言
ふ
」（「
集
注
引
范
氏
説
最
好
。
只
縁
軽
易
説
了
、
便
把
那
行
不
当
事
。
非
践
履
到
底
、
烏
能
言
及
此
」、
つ
ま
り
、
言
葉
を
軽
々
し
く
口
に
出
す
か
ら
、
そ
こ
で
実
行
を
真
剣
に
取
り
扱
う
こ
と
を
し
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
も
し
も
実
行
す
る
通
り
に
言
い
、
言
う
通
り
に
実
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
言
葉
を
口
に
出
す
の
は
き
っ
と
安
易
で
は
な
い
は
ず
だ
。」
　
言
古
者
、
以
見
今
之
不
然
。
逮
、
及
也
。
行
不
及
言
、
可
恥
之
甚
。
古
者
所
以
不
出
其
言
、
為
此
故
也
。
○
范
氏
曰
、
君
子
之
於
言
也
、
不
得
已
而
後
出
之
、
非
言
之
難
、
而
行
之
難
也
。
人
惟
其
不
行
也
、
是
以
輕
言
之
。
言
之
如
其
所
行
、
行
之
如
其
所
言
、
則
出
諸
其
口
必
不
易
矣
。
第
二
十
三
章
子
曰
、
以
約
失
之
者
、
鮮
矣
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
事
に
当
た
っ
て
は
常
に
そ
の
事
に
専
心
し
て
心
が
そ
れ
以
外
の
事
に
乱
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
て
も
過
失
を
犯
す
、
こ
の
よ
う
な
人
は
殆
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（13）
ど
い
な
い
。」
集
注
：
　「
鮮
」
は
、
上
声
（
第
三
声
、
つ
ま
り
「
少
な
い
」「
殆
ど
な
い
」
の
意
）。
謝
氏（
前
出
）が
言
っ
た
。「
侈
然
と
し
て
以
て
自
放
せ
ざ
る
を
之
れ
約
と
謂
ふ
。（「
問
、
以
約
失
之
者
鮮
。
凡
人
須
要
検
束
、
令
入
規
矩
準
縄
、
便
有
所
據
守
、
方
少
過
失
。
或
是
侈
然
自
肆
、
未
有
不
差
錯
。
曰
、
説
得
皆
分
明
。」「
思
慮
不
放
肆
、
便
是
持
志
。
動
作
不
放
肆
、
便
是
守
気
。」「
這
約
字
、
又
不
如
此
、
只
凡
事
自
收
斂
」、
つ
ま
り
、「
約
」
と
は
、「
侈
然
と
し
て
自
肆
す
」（
お
ご
っ
て
恣
に
す
る
）
こ
と
を
し
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
「
思
慮
が
放
肆
で
な
い
」
と
「
動
作
が
放
肆
で
な
い
」
の
二
重
の
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、「
事
に
当
た
っ
て
は
自
ら
心
を
収
斂
す
る
」
と
い
う
意
味
。）」
尹
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
凡
そ
事
約
な
れ
ば
則
ち
失
ふ
こ
と
鮮
し
は
、
止
だ
倹
約
を
謂
ふ
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。（「
倹
、
謂
節
制
、
非
謂
倹
約
之
謂
。
只
是
不
放
肆
、
常
收
斂
之
意
。」「
收
斂
此
心
、
不
容
一
物
、
也
便
是
敬
。」「
問
尹
氏
其
心
收
斂
不
容
一
物
之
説
。
曰
、
心
主
這
一
事
、
不
為
他
事
所
乱
、
便
是
不
容
一
物
也
」、
つ
ま
り
、「
約
」
と
は
「
倹
約
」
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
、「
心
を
収
斂
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
即
ち
事
に
当
た
っ
て
は
そ
の
事
に
専
心
し
て
心
が
そ
れ
以
外
の
事
に
乱
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。）」
　
鮮
、
上
聲
。
○
謝
氏
曰
、
不
侈
然
以
自
放
之
謂
約
。
尹
氏
曰
、
凡
事
約
則
鮮
失
、
非
止
謂
儉
約
也
。
第
二
十
四
章
子
曰
、
君
子
欲
訥
於
言
而
敏
於
行
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
君
子
は
、
言
葉
を
軽
々
し
く
口
に
出
す
こ
と
を
慎
む
よ
う
に
心
が
け
、
実
行
を
力
行
し
て
怠
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
の
だ
。」
集
注
：
　「
行
」
は
、
去
声
（
第
四
声
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
「
実
行
」
の
意
）
で
あ
る
。
謝
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
放
言
は
易
し
。
故
に
訥
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
力
行
は
難
し
。
故
に
敏
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。（「
問
、
言
懼
其
易
、
故
欲
訥
。
訥
者
、
言
之
難
出
諸
口
也
。
行
懼
其
難
、
故
欲
敏
。
敏
者
、
力
行
而
不
惰
也
。
曰
、
然
」、
つ
ま
り
、
言
葉
を
口
に
出
す
の
が
易
し
い
、
だ
か
ら
言
葉
を
慎
む
こ
と
を
心
が
け
、
実
行
は
難
し
い
、だ
か
ら
力
行
し
て
怠
ら
な
い
こ
と
を
心
が
け
る
、と
い
う
こ
と
。）
胡
氏（
前
出
）が
言
っ
た
。「
吾
が
道
は
一
で
貫
く
」（
つ
ま
り
第
十
五
章
の
こ
と
）
か
ら
こ
の
章
ま
で
の
十
章
は
、
皆
曽
子
の
弟
子
が
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」
　
行
、
去
聲
。
○
謝
氏
曰
、
放
言
易
、
故
欲
訥
。
力
行
難
、
故
欲
敏
。
○
胡
氏
曰
、
自
吾
道
一
貫
至
此
十
章
、
疑
皆
曾
子
門
人
所
記
也
。
第
二
十
五
章
子
曰
、
德
不
孤
、
必
有
鄰
。
岡
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（「
徳
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
善
徳
ま
た
は
悪
徳
の
こ
と
）
を
備
え
て
い
る
人
は
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
善
人
に
も
悪
人
に
も
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
人
物
に
応
じ
て
の
仲
間
が
い
る
の
だ
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「「
有
徳
者
」（
つ
ま
り
善
徳
を
備
え
て
い
る
人
の
こ
と
）
に
は
必
ず
そ
の
善
徳
に
応
じ
て
の
そ
の
人
物
に
従
う
仲
間
が
お
り
、
そ
れ
は
恰
も
家
の
周
り
に
隣
人
が
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。」
（
人
間
は
誰
に
も
生
ま
れ
な
が
ら
「
仁
義
礼
智
」
の
徳
が
備
わ
る
の
で
あ
る
が
、
人
に
よ
っ
て
稟
受
し
た
気
質
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
故
に
、
実
際
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
備
わ
っ
て
い
る
徳
が
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
、「
徳
を
備
え
て
い
る
人
」
と
表
現
す
る
。
朱
子
の
い
う
「
徳
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
に
「
徳
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
て
い
る
。）
集
注
：
　「
鄰
」
は
、「
親
」（「
問
、
徳
不
孤
、
必
有
鄰
。
鄰
是
朋
類
否
。
曰
、
然
。
非
惟
君
子
之
徳
有
類
、
小
人
之
徳
亦
自
有
類
。」「
朋
、
同
類
也
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
仲
間
の
こ
と
）
で
あ
る
。「
徳
は
孤
立
せ
ず
、必
ず
類
を
以
て
応
ず
」（「
德
不
孤
、
是
善
者
以
類
応
。
謝
楊
引
繋
辞
簡
易
之
文
、
説
得
未
是
。」「
吉
人
為
善
、
便
自
有
吉
人
相
伴
、
凶
徳
者
亦
有
凶
人
同
之
、
是
徳
不
孤
、
必
有
鄰
也
。
易
中
徳
不
孤
、
謂
不
只
一
箇
徳
、
蓋
内
直
而
外
方
、
内
外
皆
是
徳
、
故
不
孤
是
訓
爻
辞
中
大
字
」、
つ
ま
り
、『
易
』
に
い
う
「
徳
不
孤
」
と
こ
こ
の
い
う
「
徳
不
孤
」
は
同
義
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
、
善
人
に
も
悪
人
に
も
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
人
物
に
応
じ
て
の
仲
間
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
有
徳
者
」（「
又
問
、
如
此
、
則
不
必
問
年
之
高
下
、
但
有
徳
者
皆
尊
敬
之
。
曰
、
若
是
師
他
、
則
又
不
同
。
若
朋
友
中
徳
行
底
、也
自
是
較
尊
敬
他
」、つ
ま
り
、善
徳
を
備
え
て
い
る
人
の
こ
と
）
は
、
必
ず
そ
の
善
徳
に
応
じ
て
の
そ
の
人
物
に
従
う
仲
間
が
お
り
、
恰
も
家
の
周
り
に
隣
人
が
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
鄰
、
猶
親
也
。
德
不
孤
立
、
必
以
類
應
。
故
有
德
者
、
必
有
其
類
從
之
、
如
居
之
有
鄰
也
。
第
二
十
六
章
子
游
曰
、
事
君
數
、
斯
辱
矣
。
朋
友
數
、
斯
疏
矣
。
子
游
は
言
っ
た
。「
君
主
に
仕
え
て
、
君
主
を
し
つ
こ
く
諫
め
る
と
、
辱
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
朋
友
を
善
に
導
こ
う
と
し
て
し
つ
こ
く
善
を
進
め
る
と
、
疎
ま
れ
る
の
で
あ
る
。」
（「
問
、
集
注
引
胡
氏
一
段
、
似
專
主
諫
而
言
。
恐
交
際
之
間
、
如
諂
媚
之
類
、
亦
是
数
、
不
止
是
諫
。
曰
、
若
説
交
際
處
煩
数
、
自
是
求
媚
於
人
、
則
索
性
是
不
好
底
事
了
、
是
不
消
説
。
以
諫
而
数
者
、
却
是
意
善
而
事
未
善
耳
。
故
聖
人
特
言
之
以
警
学
者
」
と
あ
る
。
し
つ
こ
く
諫
め
る
と
い
う
の
は
、
思
い
は
良
い
も
の
の
、
た
だ
そ
の
し
つ
こ
く
す
る
こ
と
が
良
く
な
い
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、聖
人（
つ
ま
り
孔
子
）
が
特
に
そ
れ
を
言
っ
て
学
ぶ
者
を
戒
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。）
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　孫
　路
易
（15）
集
注
：
　「
數
」
は
、「
色
」「
角
」
の
反
。
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
数
は
、
煩
数
な
り
（
つ
ま
り
繰
り
返
し
し
つ
こ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
）。」
胡
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
主
に
仕
え
て
諫
め
を
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
辞
職
し
て
去
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
友
人
を
善
に
導
い
て
そ
の
好
意
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
善
を
進
め
る
こ
と
を
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
繰
り
返
し
し
つ
こ
く
す
る
と
、
言
う
方
は
「
軽
」（「
以
諫
而
数
者
、
却
是
意
善
而
事
未
善
耳
」、
つ
ま
り
好
意
的
）
で
あ
る
が
、
聞
く
方
は
嫌
が
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ほ
ま
れ
を
求
め
て
反
っ
て
辱
め
ら
れ
、親
し
く
し
よ
う
と
し
て
反
っ
て
疎
遠
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」
范
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
臣
と
朋
友
は
、ど
れ
も
「
義
」（「
義
者
、天
理
之
所
宜
。」「
義
、
便
事
事
合
宜
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
何
事
も
適
宜
（
つ
ま
り
道
理
に
適
う
こ
と
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
）
で
結
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
こ
と
（
つ
ま
り
し
つ
こ
く
諫
め
る
と
、
嫌
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
）
は
同
じ
で
あ
る
。」
　
數
、
色
角
反
。
○
程
子
曰
、
數
、
煩
數
也
。
胡
氏
曰
、
事
君
諫
不
行
、
則
當
去
。
導
友
善
不
納
、
則
當
止
。
至
於
煩
瀆
、
則
言
者
輕
、
聽
者
厭
矣
、
是
以
求
榮
而
反
辱
、
求
親
而
反
疏
也
。
范
氏
曰
、
君
臣
朋
友
、
皆
以
義
合
、
故
其
事
同
也
。
付
録
：
　
朱
子
哲
学
に
い
う
「
気
」「
理
」「
性
」「
徳
」「
道
」「
敬
」「
君
子
」「
賢
人
」「
聖
人
」
な
ど
、
こ
れ
ら
の
諸
概
念
の
具
体
的
な
内
容
の
要
旨
を
、
最
後
に
付
記
す
る
。
　「
気
」
に
つ
い
て
は
、「
朱
子
に
あ
っ
て
は
、
恐
ら
く
、
気
が
三
種
類
の
存
在
様
態
で
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
太
極
と
し
て
の
気
、
陰
陽
と
し
て
の
気
、
五
行
（
質
）
と
し
て
の
気
、
と
い
う
三
つ
の
存
在
様
態
で
あ
る
。
朱
子
の
い
う
気
は
、
実
際
は
陰
陽
二
気
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
形
而
上
的
な
存
在
で
あ
る
太
極
も
気
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
形
而
下
的
な
存
在
と
し
て
の
陰
陽
二
気
と
混
同
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
朱
子
は
、
太
極
は
気
だ
と
言
う
の
を
、
な
る
べ
く
避
け
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
太
極
は
気
で
は
あ
る
が
、
占
め
る
空
間
的
な
場
が
な
く
、
直
ち
に
陰
陽
二
気
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
か
ら
、
無
形
か
ら
有
形
へ
と
変
化
す
る
と
い
う
過
程
に
お
い
て
言
え
ば
、
太
極
が
先
に
存
在
す
る
が
、
実
際
の
生
成
順
序
に
お
い
て
は
、
時
間
的
な
先
後
は
な
い
。」（「
朱
子
の
「
太
極
」
と
「
気
」」
前
掲
、
五
七
～
八
頁
）
と
あ
り
、「
鬼
神
・
神
は
、
理
で
は
な
く
、
気
の
作
用
・
働
き
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
が
鬼
神
・
神
の
基
本
義
で
あ
る
が
、
気
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
気
は
、
凝
固
し
て
も
形
質
を
形
成
し
な
い
極
め
て
清
ら
か
な
気
で
あ
っ
て
、
凝
固
し
て
五
行
（
質
）
を
構
成
す
る
陰
陽
の
気
そ
の
も
の
で
は
な
い
（
鬼
神
は
、
陰
陽
の
気
と
五
行
の
質
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
）。」（「
朱
子
の
「
神
」」
前
掲
、
一
三
六
～
七
頁
）
と
あ
る
。
　「
理
」「
性
」
に
つ
い
て
は
、「
理
は
、
人
間
の
意
図
の
如
き
も
の
が
全
く
な
い
自
然
な
る
も
の
、
本
然
の
性
（
仁
義
礼
智
）
ま
た
は
貧
富
・
貴
賤
・
死
生
・
寿
夭
な
ど
と
い
っ
た
運
命
的
な
規
定
、
行
為
の
準
則
や
事
物
の
扱
い
方
や
物
の
使
い
方
、
人
間
に
内
在
す
る
仁
義
礼
智
と
い
っ
た
道
徳
の
徳
目
、
事
物
に
内
在
す
る
そ
の
ど
う
い
う
働
き
を
す
る
か
を
決
め
る
も
の
と
し
て
の
機
能
・
能
力
、
事
物
の
働
き
の
あ
る
べ
き
様
と
し
て
の
準
則
、
と
い
っ
た
内
容
を
有
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
が
集
ま
っ
て
一
つ
の
体
系
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
体
系
の
岡
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全
体
を
も
理
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。」（「
朱
子
の
「
理
」」
前
掲
、
四
二
頁
）
と
あ
り
、「
仁
義
礼
智
信
は
、「
五
常
の
性
」、
つ
ま
り
人
間
に
内
在
す
る
道
徳
の
徳
目
で
あ
る
と
同
時
に
、
物
の
固
有
属
性
、
つ
ま
り
事
物
に
内
在
す
る
そ
の
ど
う
い
う
働
き
を
す
る
か
を
決
め
る
も
の
と
し
て
の
機
能
・
能
力
で
も
あ
る
。「
五
常
の
性
」
と
物
の
固
有
属
性
は
、
い
ず
れ
も
理
で
あ
る
の
で
、「
性
即
理
」
と
言
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
ろ
う
。」（
同
上
）
と
あ
る
。
　「
徳
」
に
つ
い
て
は
、「
徳
也
是
有
是
気
而
後
有
是
徳
（
徳
は
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
気
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
そ
の
気
に
応
じ
て
の
徳
が
あ
る
の
だ
）」（『
朱
子
語
類
』、
九
十
頁
）、「
因
気
偏
、
這
性
便
偏
了
。
然
此
處
亦
是
性
。
如
人
渾
身
都
是
惻
隠
而
無
羞
悪
、
都
羞
悪
而
無
惻
隠
、
這
箇
便
是
悪
徳
。（
気
が
偏
っ
て
い
る
が
故
に
、
こ
の
性
が
偏
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
し
か
し
こ
の
偏
っ
た
も
の
も
性
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
は
す
べ
て
が
惻
隠
で
あ
っ
て
羞
悪
が
な
く
、
ま
た
す
べ
て
が
羞
悪
で
あ
っ
て
惻
隠
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
悪
徳
で
あ
る
。）」（
同
上
、
七
一
～
二
頁
）、「
愛
是
惻
隠
。
惻
隠
是
情
、
其
理
則
謂
之
仁
。
心
之
徳
、
徳
又
只
是
愛
。（
愛
は
惻
隠
で
あ
る
。
惻
隠
は
情
で
あ
り
、
そ
の
理
は
つ
ま
り
そ
れ
を
仁
と
い
う
。「
心
の
徳
」
と
は
、徳
は
ま
た
た
だ
愛
の
こ
と
、と
い
う
意
味
で
あ
る
。）」
（
同
上
、
四
六
五
頁
）、
な
ど
と
あ
る
。「
情
」
は
「
性
」
の
現
れ
で
あ
り
、「
徳
」
は
「
情
」
だ
か
ら
、「
徳
」
は
「
性
」
の
現
れ
で
あ
る
。
だ
が
、「
性
」
に
は
「
本
然
の
性
」（
つ
ま
り
「
理
」）
と
「
気
質
の
性
」（
稟
受
し
た
気
の
影
響
で
形
成
さ
れ
た
「
性
」）
が
あ
り
、「
徳
」
は
「
気
質
の
性
」
の
現
れ
で
あ
る
。「
徳
」
は
「
明
徳
」
と
同
一
の
概
念
で
は
な
い
。「
明
徳
」
に
つ
い
て
は
、「
有
是
理
而
後
有
是
気
、
有
是
気
則
必
有
是
理
。
但
稟
気
之
清
者
、
為
聖
為
賢
、
如
宝
珠
在
清
冷
水
中
。
稟
気
之
濁
者
、
為
愚
為
不
肖
、
如
珠
在
濁
水
中
。
所
謂
明
明
徳
者
、
是
就
濁
水
中
揩
拭
此
珠
也
。（
こ
の
理
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
こ
の
気
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
気
が
あ
れ
ば
必
ず
そ
の
中
に
こ
の
理
が
あ
る
の
だ
。
た
だ
気
の
清
ら
か
な
も
の
を
稟
受
し
た
者
は
聖
人
で
あ
り
賢
人
で
あ
る
か
ら
、
真
珠
が
清
ら
か
な
冷
た
い
水
の
中
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
濁
っ
た
気
を
稟
受
し
た
者
は
愚
者
で
あ
り
不
肖
者
で
あ
る
か
ら
、
真
珠
が
濁
っ
た
水
の
中
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
」
と
は
つ
ま
り
、
濁
っ
た
水
の
中
で
こ
の
真
珠
に
付
着
し
て
い
る
濁
り
を
拭
き
取
る
こ
と
で
あ
る
。）」（
同
上
、
七
三
頁
）、「
或
問
、
明
徳
便
是
仁
義
礼
智
之
性
否
。
曰
、
便
是
。（
あ
る
人
が
お
尋
ね
し
た
。「
明
徳
は
す
な
わ
ち
仁
義
礼
智
の
性
で
あ
る
か
。」
先
生
は
答
え
ら
れ
た
。「
そ
の
通
り
だ
。」）」（
同
上
、
二
六
○
頁
）、
な
ど
と
あ
る
。「
明
徳
」
は
即
ち
「
仁
義
礼
智
」
の
「
性
」
で
あ
り
「
理
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、「
本
然
の
性
」
で
あ
る
。「
仁
義
礼
智
の
性
」
は
「
明
徳
」
で
あ
る
が
、「
徳
内
便
有
此
仁
義
礼
智
四
者
。（
徳
に
は
つ
ま
り
こ
の
仁
義
礼
智
の
四
者
が
あ
る
。）」（
同
上
、
二
六
二
頁
）、「
仁
義
礼
智
、
性
之
四
德
也
。（
仁
義
礼
智
は
、
性
の
四
つ
の
徳
で
あ
る
。）」（『
四
書
章
句
集
注
』、
三
五
五
頁
）、
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、「
仁
義
礼
智
」
を
単
に
「
徳
」
と
言
う
場
合
も
あ
る
。
　「
道
」
に
つ
い
て
は
、「
學
而
第
一
」
の
十
四
章
に
「
凡
言
道
者
、
皆
謂
事
物
当
然
之
理
、
人
之
所
共
由
者
也
。（
だ
い
た
い
道
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
、
事
物
の
当
然
の
理
で
あ
り
、人
々
の
共
通
の
よ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。）」
と
あ
り
、
こ
れ
は
即
ち
、
仁
義
礼
智
、
つ
ま
り
道
徳
の
徳
目
及
び
事
物
の
固
有
属
性
と
し
て
の
機
能
・
能
力
で
あ
る
が
、
特
に
、
行
為
の
準
則
や
事
物
の
扱
い
方
や
物
の
使
い
方
を
「
道
」
と
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
（「
朱
子
の
「
理
」
前
掲
、
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四
　後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
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易
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三
九
頁
）。
　「
君
子
」
に
つ
い
て
は
、「
君
子
は
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
呼
称
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
つ
ま
り
、
事
物
の
「
理
」（
つ
ま
り
、
人
間
に
は
誰
で
も
生
ま
れ
な
が
ら
仁
義
礼
智
の
性
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
道
理
、
及
び
動
植
物
や
無
生
物
の
固
有
属
性
と
し
て
の
能
力
・
機
能
）
を
究
明
し
、
そ
し
て
そ
の
「
理
」
に
従
っ
て
言
動
を
行
う
人
の
こ
と
を
「
君
子
」
と
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
理
」
を
究
明
す
る
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
常
に
、
思
慮
を
集
中
さ
せ
る
と
い
う
心
的
状
態
、
及
び
牽
強
付
会
を
し
な
い
と
い
う
心
構
え
を
保
つ
。
こ
れ
が
「
君
子
」
の
特
徴
で
あ
る
。」（「
朱
子
の
「
君
子
」
前
掲
、（
十
三
）
頁
）
と
あ
る
。「
常
に
、
思
慮
を
集
中
さ
せ
る
と
い
う
心
的
状
態
、
及
び
牽
強
付
会
を
し
な
い
と
い
う
心
構
え
を
保
つ
」
こ
と
は
即
ち
、「
居
敬
」「
持
敬
」「
主
敬
」
の
こ
と
で
あ
る
。
　「
聖
人
」
と
「
君
子
」
と
「
賢
人
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、「
聖
人
」
と
は
、「
故
上
知
生
知
之
資
、
是
気
清
明
純
粹
、
而
無
一
毫
昏
濁
、
所
以
生
知
安
行
、
不
待
学
而
能
、
如
堯
舜
是
也
。」（『
語
類
』、
六
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
う
ま
れ
な
が
ら
稟
受
し
た
気
は
清
明
で
純
粹
、
ほ
ん
の
少
し
の
濁
り
も
な
い
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
う
ま
れ
な
が
ら
そ
の
心
が
ほ
ん
の
少
し
の
濁
り
も
な
い
透
き
通
っ
た
透
明
体
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ
る
。「
君
子
」
と
は
、「
君
子
者
、
成
徳
之
名
也
。
所
貴
乎
君
子
者
、
有
以
化
其
気
稟
之
性
耳
。
不
然
、
何
足
以
言
君
子
。（
君
子
と
は
、
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
呼
称
で
あ
る
。
君
子
を
貴
重
な
存
在
と
す
る
の
は
、
そ
の
気
の
稟
受
が
形
成
し
た
性
を
変
化
し
た
か
ら
と
い
う
こ
の
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
君
子
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。）」（『
語
類
』、
五
七
八
～
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
う
ま
れ
な
が
ら
稟
受
し
た
気
に
は
多
少
の
濁
り
が
付
着
し
て
い
る
が
、「
変
化
気
質
」
つ
ま
り
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
そ
の
心
を
ほ
ん
の
少
し
の
濁
り
も
な
い
透
き
通
っ
た
透
明
体
に
変
え
た
、
こ
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ
る
。「
賢
人
」
に
つ
い
て
は
、「
君
子
不
器
、
事
事
有
些
、
非
若
一
善
一
行
之
可
名
也
。
賢
人
則
器
、
獲
此
而
失
彼
、
長
於
此
又
短
於
彼
。
賢
人
不
及
君
子
、
君
子
不
及
聖
人
。（
賢
人
は
器
で
あ
り
、
こ
れ
を
得
て
あ
れ
を
失
い
、
こ
れ
に
は
長
け
る
が
ま
た
あ
れ
に
は
欠
け
る
の
で
あ
る
。
賢
人
は
君
子
に
及
ば
ず
、
君
子
は
聖
人
に
及
ば
な
い
の
だ
。）」（『
語
類
』、
五
七
八
頁
）、
「
器
者
、
各
適
其
用
而
不
能
相
通
。
成
德
之
士
、
体
無
不
具
、
故
用
無
不
周
、
非
特
為
一
才
一
芸
而
已
。（「
器
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
使
い
道
に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
互
い
に
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。「
成
德
之
士
」（
つ
ま
り
君
子
）
は
、「
体
」（「
君
子
者
、
才
徳
出
衆
之
名
。
徳
者
、
体
也
。
才
者
、
用
也
」、
こ
こ
の
い
う
「
体
」
は
つ
ま
り
仁
義
礼
智
の
徳
の
こ
と
）
は
す
べ
て
身
に
備
わ
っ
て
い
て
、
だ
か
ら
、「
用
」（
つ
ま
り
そ
の
徳
の
実
行
）
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
一
つ
の
才
能
や
一
つ
の
技
芸
だ
け
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。）」（『
論
語
集
注
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
七
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
賢
人
」
と
は
つ
ま
り
一
つ
の
才
能
や
一
つ
の
技
芸
だ
け
に
長
け
る
（
つ
ま
り
あ
る
専
門
的
な
才
能
ま
た
は
技
術
に
長
け
る
と
い
う
こ
と
）、
こ
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
君
子
」
は
「
聖
人
」
に
次
い
で
「
賢
人
」
よ
り
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
聖
人
」
と
「
賢
人
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、「
但
聖
人
則
皆
自
然
流
行
出
来
、
学
者
則
須
是
施
諸
己
而
不
願
、
而
後
勿
施
於
人
、
便
用
推
將
去
。
聖
人
則
動
以
天
、
賢
人
則
動
以
人
耳
。」（『
語
類
』、
六
八
六
～
七
頁
）、「
聖
人
是
因
我
這
裏
有
那
意
思
、
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
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便
去
及
人
。
如
未
飢
、
未
見
得
天
下
之
人
飢
。
未
寒
、
未
見
得
天
下
之
人
寒
。
因
我
之
飢
寒
、
便
見
得
天
下
之
飢
寒
、
自
然
恁
地
去
及
他
、
便
是
以
己
及
物
。
如
賢
人
以
下
、
知
得
我
既
是
要
如
此
、
想
人
亦
要
如
此
、
而
今
不
可
不
教
他
如
此
、
三
反
五
折
、
便
是
推
己
及
物
、
只
是
争
箇
自
然
與
不
自
然
。」（『
語
類
』、
六
九
一
頁
）
と
あ
り
、
つ
ま
り
、「
聖
人
」
は
す
べ
て
の
行
為
が
自
然
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
賢
人
」
の
場
合
、
そ
の
行
為
は
他
人
に
及
ぼ
す
べ
き
か
ど
う
か
を
繰
り
返
し
考
え
た
後
に
他
人
に
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
自
然
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
君
子
」
と
「
賢
人
」
は
、「
君
子
器
な
ら
ず
」（「
人
心
至
霊
、
均
具
万
理
、
是
以
無
所
往
而
不
知
。
然
而
仁
義
礼
智
之
性
、
苟
以
学
力
充
之
、
則
無
所
施
而
不
通
、
謂
之
不
器
可
也
。
至
於
人
之
才
具
、
分
明
是
各
局
於
気
稟
，
有
能
有
不
能
。」（『
語
類
』、
五
七
八
頁
）、
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、「
器
な
ら
ず
」
と
は
天
下
の
万
事
万
物
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
仁
義
礼
智
の
性
が
十
全
に
な
っ
て
そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
施
し
て
通
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
人
に
「
才
」
が
あ
る
か
ど
う
か
は
そ
の
人
の
稟
受
し
た
気
に
そ
の
「
才
」
の
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
る
の
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
）
と
「
賢
人
則
ち
器
」
と
の
違
い
が
あ
る
が
、「
若
中
庸
所
謂
忠
恕
、
只
是
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
。
此
則
是
賢
人
君
子
之
所
当
力
者
。」（『
語
類
』、
六
九
九
頁
）
と
も
あ
り
、
両
者
に
は
そ
の
行
為
が
「
聖
人
」
の
よ
う
に
自
然
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
共
通
点
も
あ
る
の
で
あ
る
。
